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イントロダクション①

主要エネルギー資源の対外依存率と輸入先

•日本は主要エネルギー資源の90％以上を海外に依存している。
•そのうち、原油の場合は中東からの比率が1980年の70％程度から

2024年には90％以上と一つの地域に依存している。

出所：資源エネルギー庁（各年）「資源・エネルギー統計」より作成。
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出所：日本船主協会（2025）「日本の海運 shipping now2025-2026」より作成。
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主要エネルギー物資の対外依存率 地域別原油の輸入比率の推移
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研究の背景と目的

•四方を海に囲まれている日本は、原油や石炭などのエネルギー資源が乏
しく、多くを海外に依存している。

•そのエネルギー資源はほとんどが海上輸送によって運ばれている。

•しかし、近年は地政学的リスクや異常現象などにより、エネルギー輸送に
おいて重要な海上輸送が阻害される可能性が高まっている。

研究の目的

上記の背景を踏まえ本報告では、エネルギー輸送におけるチョークポ
イント•リスクが日本のエネルギー安保に与える影響を明らかにし、そ
の対応策を検討した。

イントロダクション②
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我が国におけるエネルギー需給の現状①

我が国におけるエネルギー自給率と依存度

5

•日本のエネルギー自給率は、2010年に20.2％だったものが2024年
には3.8ポイント減の16.4％と依然として低い。

•一方、化石エネルギーの依存度は2010年に81.2％から1.1ポイント減と
なったものの、依然として80％以上を超えている。

出所：経済産業省（2025）「令和6年度（2024年度）エネルギー需給実績（速報）」より作成。
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海賊事案等が多発

主な化石エネルギーの海上輸送ルート（2023）

•日本に輸入される化石エネルギーの輸送ルートには、
３つの要衝が存在しており、それの要衝にはリスクが点在している。

我が国におけるエネルギー需給の現状②

出所：国土交通省（2025）『数字で見る海事2025』、pp.8-9などを参考に作成。 6
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主要チョークポイントにおける船舶通航数の推移

•ホルムズ海峡における船舶の通航量は、一進一退を繰り返しながらも安定
した通行量を維持していたが、2026年2月末に航路が封鎖されたことを受け、
2026年3月はほぼゼロとなっている。

•こうした状況を受け、もう一つのエネルギー輸入ルートであるマラッカ海峡に
おいても2026年2月末以降、通航量が大幅に減少が見られる。

隻

2026年4月2日現在
ホルムズ海峡の現況

7出所：port watch「port monitor」より作成。 出所：AISライブ船舶マップより。

我が国におけるエネルギー需給の現状③
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2023年2015年年代2000

1.88.512.7英国

20.042.548.3米国

49.365.571.8フランス

39.858.445.0ドイツ

131.2149.6142.5中国

180.8175.8163.6韓国

193.3167.7177.8日本

各国のチョークポイント比率の推移

注：単位は％である。
出所：経済産業省（2025）『令和6年度エネルギーに関する年次報告（エネルギー白書2025）』より。

我が国におけるエネルギー需給の現状④

8

7

8



2026/5/24

エネルギー安保の不安定が我が国に与える影響と課題①

チョークポイント危機が我が国に与える影響

エネルギー

供給停滞

物価上昇
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経済低迷
（産業活動や消
費生活の低迷）

生産•物流
停滞

燃料•電力
コスト上昇

•チョークポイント危機によるエネルギー輸送の不安定は、我が国のエ
ネルギー供給の停滞をもたらし、それはまた国内の生産や物流コ
ストなどの上昇につながる。

•その結果、企業収益の悪化や生産性の低下を招き、日本の社会
経済の低迷につながる恐れがある。
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我が国におけるエネルギー資源の輸入上の課題

1 化石エネルギーを特定の地域に依存

⇒9割以上を政治情勢が不安定な中東地域に依存しており、
その地域は複数のチョークポイントを通航する必要がある。

2 海上輸送のチョークポイント依存度が高い

⇒エネルギー資源を輸入する海上ルート上のチョークポ イント
には多くのリスクが点在しており、それが封鎖された場合、
エネルギー供給が途絶える恐れ。

エネルギー安保の不安定が我が国に与える影響と課題②
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我が国のエネルギー安保確保に向けた対応策①

エネルギーの安定供給に向けた改善案

1 輸入先の多様化による供給リスクの分散

⇒中東地域以外（東南アジアや中南米地域など）からの輸
入を増やし、エネルギー資源の供給リスクを分散する必
要がある。

2 リスク•マネジメントの徹底化

⇒チョークポイントに対する監視体制の整備や、パイプラ
インなどの代替輸送手段（ルート）を確保するといった
チョークポイントリスクの影響を最小化する体制づくり
が必要である。
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我が国のエネルギー安保確保に向けた対応策②

エネルギーの安定供給に向けた改善案

3） 国内のエネルギー自給率の向上

⇒エネルギーの海外依存度の高さ故、日本のエネルギー安
保はチョークポイントリスクに大きく左右される。

⇒そのリスクを回避し、エネルギー安保を確保するためにエ
ネルギー自給率を向上させることが必要である。
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